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平成 22 年 10 月 29 日 

各      位 
会社名 株 式 会 社 ア イ レ ッ ク ス              
代表者 代表取締役社長 久次米 正明 
（JASDAQ・コード ６９４４） 
問合せ先 
取締役経理部長  中野 浩樹 
ＴＥＬ ０３（３２４５）２０１１ 

平成 23 年 3月期第 2四半期 業績予想の修正に関するお知らせ 

近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 7月 30 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

１．平成 23 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

(１) 第 2 四半期連結累計期間（平成 22 年 4 月 1日～平成 22年 9 月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ） 
百万円 

１，８８０ 

百万円

８７

百万円

８５

百万円 

６５ 

円  銭

２．２１

今回修正（Ｂ） １，８０８ １３５ １３７ ９６ ３．２６

増減額（Ｂ－Ａ） △７２ ４８ ５２ ３１  

増 減 率 △３．８ ５５．１ ６１．１ ４７．７  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 3 月期第２四半期） 
２，０５４ △１２３ △１２６ △２０ △０．６９

 

(２) 修正理由 

当連結会計年度におきましては、アジア地域を中心とした海外経済の回復や、緊急経済対策をはじめ

とする政策の効果などを背景に企業収益・業況判断の改善が続く中、個人消費の持ち直しや設備投資の

下げ止まりなど、景気は自律的な回復に向かってまいりましたが、情報サービス産業におきましては、

企業の設備投資は下げ止まったもののソフトウェア投資は緩やかな減少傾向が継続しており、情報サー

ビス産業の売上高は 8月に入ってようやく 15 ヶ月ぶりに微増に転じました。 

このような状況の中、当社グループでは、前連結会計年度から取り組んでおります３大改革（新規顧

客開拓並びに新しいビジネスモデルを創出する「事業構造改革」、業務を合理化し固定費の削減を図る「業

務改革」、社会から信頼される会社を目指す「企業価値向上」）に引き続き注力した結果、「業務改革」に

おける業務の合理化による固定費削減等の実施効果が次第に現れ始めてまいりました。 

その結果、当第 2四半期連結累計期間の売上高は、当初予想よりも 72百万円減少し 1,808 百万円（3.8％

減）となりましたが、営業利益は当初予想よりも 48 百万円増加し 135 百万円（55.1％増）となりました。 

また、経常利益では、営業利益の増加に加え、営業外収益が当初予想よりも増加したことにより 52 百

万円増加し 137 百万円（61.1％増）となる見込みであります。一方、四半期純利益では、各連結子会社

における四半期純利益が当社と同様に改善されたことにより税金費用や少数株主利益が増加したものの、

当初予想よりも 31 百万円増加し 96 百万円（47.7％増）となりました。 
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なお、通期の業績予想につきましては、海外景気や金融・為替市場に景気を下押しする懸念材料があ

り、売上面では依然として厳しい状況が予想されますことから、平成 22 年 7 月 30 日に発表いたしまし

た数値に変更はありません。 

 

２．平成 23 年 3 月期 個別業績予想の修正等 

(１) 第 2 四半期累計期間（平成 22年 4 月 1日～平成 22 年 9月 30 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ） 
百万円 

１，２５０ 

百万円

４３

百万円

４０

百万円 

３２ 

円  銭

１．０９

今回修正（Ｂ） １，２６０ ６８ ６７ ５７ １．９６

増減額（Ｂ－Ａ） １０ ２５ ２７ ２５  

増 減 率 ０．８ ５８．１ ６７．５ ７８．１  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 3 月期第２四半期） 
１，１５８ △９３ △９９ △３９ △１．３４

 

(２) 修正理由 

個別業績予想につきましても、連結と同様の理由により、第２四半期累計期間の売上高は当初予想よ

りも 10 百万円増加し 1,260 百万円（0.8％増）となり、営業利益は当初予想よりも 25 百万円増加し 68

百万円（58.1％増）、経常利益では、27 百万円増加し 67 百万円（67.5％増）となりました。 

一方、四半期純利益では、棚卸資産廃棄損等の特別損失が発生したものの、当初予想よりも 25 百万円

増加し 57 百万円（78.1％増）となりました。 

なお、通期の業績予想につきましては、連結と同様の理由により、平成 22 年 7 月 30 日に発表いたし

ました数値に変更はありません。 
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